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教
育
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

教
育
相
談
は
、
心
理
相
談

員
が
左
記
の
日
程
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
学
校
で
の
悩
み

や
、
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
心

配
な
こ
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ー
ル
み
よ
た
生
涯
学

習
係（
32
）２
７
７
０
ま
た
は

（
32
）９
１
０
０
へ
か
け
て
い

た
だ
き
、
心
理
相
談
室
内
線

１
１
７
番
へ
繋
ぐ
よ
う
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

相
談
日
・
相
談
時
間

　

相
談
日
…
水
曜
日

　

相
談
時
間
…

 

午
後
２
時
〜
５
時

　

相
談
場
所
…
心
理
相
談
室

　

相
談
料
…
無
料

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談

日
時
を
決
め
ま
す
。
水
曜
日
、

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
の
間

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
、
御
代
田
町
教
育
委
員

会
学
校
教
育
係
、
不
登
校
対
策
専

門
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
尾
台
良

左
と
申
し
ま
す
。
こ
の
春
、
小
諸

市
立
坂
の
上
小
学
校
を
最
後
に
定

年
退
職
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
御
代
田
町
の
教
育
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
「
明
る
い
笑
顔
で
登
校
で
き
る
」

子
ど
も
を
め
ざ
し
て
、
幼
少
期
か

ら
、
中
学
校
ま
で
、
継
続
的
に
成

長
を
見
守
り
、
観
察
・
支
援
を
行

い
な
が
ら
、
そ
の
子
に
あ
っ
た
支

援
体
制
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
野
県
の
教
育
課
題

　

長
野
県
で
は
、
学
力
向
上
問
題

と
不
登
校
問
題
を
最
重
点
の
教
育

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
学
校
基
本

調
査
に
よ
る
と
、
不
登
校
生
の
状

ば
れ
て
い
る
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム

（
小
学
校
に
入
学
し
て
も
、
集
団

行
動
が
取
れ
な
い
、
授
業
中
イ
ス

に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
現
象
な
ど
。）

や
中
一
ギ
ャ
ッ
プ（
中
学
生
に

な
っ
た
と
た
ん
、
学
習
と
生
活
の

変
化
に
な
じ
め
ず
ス
ト
レ
ス
が
生

じ
て
不
登
校
や
い
じ
め
が
急
増
す

る
現
象
な
ど
。）が
起
き
て
、
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
象
が
、
御
代
田
町

の
小
中
学
校
に
お
い
て
も
、
今
後

起
こ
り
う
る
可
能
性
が
無
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
幼
保

小
中
の
連
携
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
活
動

　

保
育
園
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、

小
中
学
校
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

子
ど
も
と
一
緒
に
学
習
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
す
る
中
で
、
困
っ
て
い

る
こ
と
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
聞

き
、
少
し
で
も
早
い
段
階
で
、
解

消
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
、

　

ま
た
、
各
関
係
部
局
と
の
連
携

が
必
要
な
と
き
に
は
、
情
報
を
共

有
し
、
そ
の
子
に
応
じ
た
適
切
な

助
言
、
指
導
が
で
き
る
よ
う
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

況
で
は
、
各
学
校
の
支
援
体
制
の

見
直
し
や
外
部
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

全
国
と
比
較
す
る
と
、
依
然
高
い

推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
全
国
と

比
べ
、
本
県
の
中
学
生
の
減
少
幅

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
と
も
に
、
新
規
不
登
校

と
な
る
児
童
生
徒
数
は
、
昨
年
度

か
ら
二
年
連
続
減
少
し
て
お
り
ま

す
。

　

数
値
の
み
で
全
て
を
評
価
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
、
一

人
一
人
の
児
童
生
徒
が
、
自
分
の

将
来
に
向
か
っ
て
夢
と
希
望
を

も
っ
て
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
は
、
大
人
の
責
任
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
県
教

委
は
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
登

校
で
き
る
よ
う
に
す
る
支
援
事
業

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

効
果
的
な
モ
デ
ル
事
業
に
対
し

て
、
市
町
村
に
不
登
校
対
策
専
門

員
が
配
置
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

御
代
田
町
の
事
業
内
容

　
「
不
登
校
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
学
校
力
の
向
上
」

　
「
御
代
田
町
の
関
係
部
局
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
を
幼
少
期
か
ら

観
察
・
支
援
を
行
う
体
制
づ
く
り

の
推
進
」が
主
な
事
業
で
す
。

御
代
田
町
の
現
状

　

町
行
政
の
手
厚
い
施
策
に
よ
り
、

こ
こ
数
年
、
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

心
の
相
談
員
、
適
応
指
導
員
、

不
登
校
支
援
員
、
学
習
支
援
員
九

名
、
不
登
校
対
策
専
門
員
が
配
置

さ
れ
、
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
、
全
国
的
に
叫

学
校
が
楽
し
い
ベ
ス
ト
３

一
位　

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と

　
　
　

遊
べ
る
。

二
位　

い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ
り

　
　
　

が
で
き
る
。

三
位　

給
食
が
食
べ
ら
れ
る
。

尾
台
良り

ょ
う

左す
け

不
登
校
対
策
専
門
員
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○震災対策のはじまりは？

　関東大震災の教訓を踏まえ、昭和5年7月に制定した「非常時火災警防規定」（昭和

25年9月「非常時災害警防規定」に改正）に基づき、各消防署では震災訓練を実施する

など、防災活動機関としての対策を講じてきました。昭和30年に東京消防庁が震災

対策に取り組みはじめ昭和34年、大震火災対策に関する調査研究するための「地震

小委員会」を設置、昭和36年に初めての報告書として「東京都の大震火災被害の検討」

を発表しました。この内容が当時、新聞などのマスコミに大きく取り上げられ、ほ

かの防災機関などに先駆けて震災対策に科学的な姿勢で取り組み、その後、各機関

が震災対策に着手する端緒となりました。 （新消防雑学辞典より抜粋）

　東日本大震災から5ヶ月ほど経過した今、この大震災を教訓に、各自治体では震

災対策の見直しをするところが見受けられます。御代田町においても災害・震災など

に対し、「御代田町地域防災計画」が定められており、見直しが予定されているとこ

ろです。

　今回の大震災を踏まえ、各ご家庭でも防災グッツなどを準備し、日ごろから避難

場所や危険箇所の確認をするなど、災害に備えておきましょう。

★9月9日は救急の日です。
　救急医療および救急業務に正しい理解と知識を深めていただくため、昭和57年か

ら9月9日を救急の日と定め、この日を含む一週間を救急医療週間として、全国的に

救急業務の普及を推進しています。

　救急法講習会は随時人数を問わず受け付けていますので、まだ受けていない方、

以前受けて何年も経過しているという方、ぜひ受けてみてください。

前御代田町消防団長　倉坂正道氏が、長年の消防
功労により、大変名誉ある、「瑞寶単光章」を授
与されました。
※ 瑞寶章とは、公務などに長年にわたり従事し、
成績をあげた方に贈られる勲章です。

平成23年 春の叙勲

「瑞
ず い

寶
ほ う

単
た ん

光
こ う

章
し ょ う

」授与

震災対策のはじまり震災対策のはじまり

◎試験および講習会のご案内
受付期間 試 験 日 試 験 地

危険物取扱者試験
（全種類）

電子申請
8月26日（金）から
9月 9日（金）まで
書面申請
8月29日（月）から
9月 9日（金）まで

10月16日（日） 上田市

10月23日（日） 飯田市

11月 6日（日） 長野市

11月13日（日） 松本市

受付期間 講 習 日 講習会場
危険物取扱者試験
準備講習会

8月29日（月）から
9月 9日（金）まで  9月21日（水） 佐久市

研修センター
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